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 溶液中での化学的なナノ粒子合成法の一つである逆ミセル法を用いて活性不純物をドープし

たコア/シェル型半導体ナノ粒子を作製し、その光学特性の評価を行った。試料としてEuイオン

をドープしたZnOナノ粒子、MnイオンをドープしたZnSおよびCdSナノ粒子を作製し、いずれもド

ーパントであるEuやMnイオンの発光が明確に観測される試料が得られた。 

特に、MnイオンをドープしたCdSナノ粒子をZnSで覆ったコア/シェル型ナノ粒子について、Mn

発光ダイナミクスおよび単一ナノ粒子発光のMn濃度依存性について調べた。発光ダイナミクスの

測定においては、Mn濃度の上昇に伴いMn発光の短寿命化が観測された。簡単なモデルとの比較か

ら、この短寿命化したMn発光は交換相互作用で結合したMnペアによるものであることが明らかに

なった。また、単一ナノ粒子の発光測定では、非常に低濃度の試料においては明確な発光明滅現

象が観測されるが、Mn濃度が上昇すると発光明滅現象は観測されなくなるという結果が得られた

。通常の光学系を用いた発光測定では、低Mn濃度の試料では母体ナノ粒子の発光が主に観測され

る。これに対して、Mn濃度が上昇すると母体の発光はほとんど観測されず、Mn発光が主に観測さ

れる。このことから、単一ナノ粒子の発光測定で観測される発光明滅現象は、母体ナノ粒子の発

光においてのみ観測され、Mn発光では観測されないことがわかった。不純物ドープによって発光

の明滅現象を制御できる可能性が示唆された。 
                                        

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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Mat. Sci. Eng. B. 有 146 2 0 0 8 212-215 
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石墨 淳 単一のコア/シェル型CdS:Mn/ZnSナノ粒子における発光明滅現象 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


